すだけ の 余裕 もき つかけ もない のであろう。 ともかく 

も 運命の 環 は 急 加速度で 縮まって 行って、 いよいよ 

や ごろ さであみ 

矢 頃 はよ しとい う 瞬間に、 要 太の 突き出した 叉手網 は 

ほとんど 水平に 空 を 切って 飛んで 行く。 同時にば たば 

たと 飛び立った 胸 黒 はちょう ど 真上に 覆い かかった 網 

ま つ ただなか 

の 真 唯 中に 衝突した、 と 思う ともう 網と 一 緒にば さり 

と 刈 田の 上に 落ち かかって、 哀れな 罪な き 囚人 はも は 

まま.. こ 

や 絶体絶命の 無効な 努力で 羽搏 いている ので ある。 飛 

ぶが ごとく 龃け 寄った 要 太の 一 と 捻りに、 この 小さな 

生命 はもう 超 四次元の 世界の 彼方に 消えて しま つたの 

であった。 



の 想い出 話の ついでに 思い付く ままの 空想 を 臆面 もな 

く 書付け て 見た だけで ある。 

(昭和 九 年 十二月 『野鳥』) 
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